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 要 旨   
 アルデヒド脱水素酵素(ALDH)は外因性や内因性のアルデヒドを酸化して酸にする。

ALDH の発現や活性の増加（特に ALDH1A1）がヒトのガンで起きることが報告されてお

り、ALDH1A1 の代謝機能が通常またはガン幹細胞に幹細胞性を与えることが示唆されて

いる。これまでに ALDH アイソザイムにおいてこのことは確認されていない。ALDH1B1
はミトコンドリアの ALDH でアセトアルデヒドや脂質過酸化物を含む幅広いアルデヒド基

質を代謝する。本研究では、ヒトの結腸（N=40）、肺（N=30）、乳房（N=33）、卵巣（N=33）
の腺ガンにおける ALDH1A1 と ALDH1B1 の発現（染色強度スケール：1-3、範囲：全ガ

ン細胞の％）を NIH 組織アレイを用いて免疫化学的に調べた。この結果、ガン組織におけ

る ALDH1B1 の発現スコアは ALDH1A1 に比べて 5.6 倍高いことがわかった。本研究で調

べた結腸ガン 40 標本のうち 39 が染色強度スケール 2.8±0.5 で ALDH1B1 陽性であった。

本研究で調べた腺ガンでは ALDH1B1 が ALDH1A1 に比べてより顕著に発現しており、特

にヒト結腸腺ガンで ALDH1B1 が活性化されており、ヒト結腸ガンのバイオマーカーとな

りうる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




